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大阪弁護士会が集会・パレード 

 「戦争法案を許さない」と、６月７日扇町公

園で、大阪弁護士会主催で４０００人が参加。

大阪原水協からも役員、被爆者も参加しました。

松葉知幸・大阪弁護士会会長は、「立憲主義の日

本で、この集団的自衛権の行使はあってはなら

ないことです。解釈改憲は許さない、の声をあ

げていきましょう」と、力強く訴えました。 

 集会後、「集団的自衛権はアカン」「アカン」

と、「アカン」のプラカードを掲げながら３コー

スに分かれてパレードを行いました。 

ノーモア・ヒバクシャ訴訟 

 「全面勝利をめざすつどい」（近畿支援の会主催）

が、６月６日、大阪グリーン会館で開かれ、奈良、

滋賀を含む近畿一円から７４名が参加しました。記

念講演の藤森俊希さん（日本被団協事務局次長） 

グループ「この指とまれ」の原爆詩朗読、今までの

原爆症裁判の歴史についての愛須弁護士報告、全国

原告団副団長の和田文雄さんの決意表明があり、バ

ラエテイに富んだ集会となりました。最後に西弁護

士からさらなる支援が訴えられました。

被爆７０年世界大会パンフ 
ポスター、バッジ、国民平和大行進ペナントが

届きました。大阪原水協の役員による国民平和

大行進、世界大会の各団体訪問が続けられてお

り、さまざまなグッズの注文が連日のように申

し込まれ、事務所では大忙しです。とりわけ、

世界大会のパンフレットが好評です。ＮＰＴニ

ューヨーク行動の成果に立った被爆７０年の歴

史的な取り組みを訴えています。１部３１０円

まだまだ署名が届いています 
 大阪から国連に届けた署名数は、９３万３２２

１筆です。その後も大阪自治労連や大阪民医連を

含む各地域、団体から署名がまだ送られてきてい

ます。ニューヨークでの署名数１２３５筆含む合

計５、３９８筆が集約され、日本原水協に追加分

として送られました。大阪での署名総合計は、９

３万８６１９筆となり、全国第一位の署名数を記

録しました。（署名後に一緒にスナップ、国連前）


